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「1.5倍の法則」再来

「志の低い人間は、それよ り さらに低

い実績しか挙げられない。」

1979年から1998年にかけてプロ野球選

手として活躍した、落合博満さんの言

葉です。

100点満点というのは一時的にあるか

も知れませんが、俗にいう「やりきっ

た感」を抱けた経験を挙げてみよと言

われれば、そう多くはないと思うので

す。

実は、この落合さんの言葉をブログの

ネタにしたのは2018年の３月12日のこ

とで、「1.5倍の法則？」という題名

でした。

このときは、「やりきった感」や「書

ききった感」があったのだと思います。

逃げ口上も兼ねて書きますと、いわゆ

る作家さんではないずぶの素人ですか

ら、ブログ記事ひとつをとっても、こ

こに挙げる前も挙げた後も推敲するわ

けではあり ません。一応言葉を選んで

いるつも りですが、いうなれば「書き

捨て」に近いわけです。

そうでなくとも５年も経ていますから、

物事のとらえ方も考え方も随分と変わ

っています。そういう意味では、５年

前・２年前・昨年にはどんなことを書

いたかというのを思い起こさいてせて

くれるアメブロの機能は秀逸だと感じ

させられます。

それで、５年前の記事タイ トルにした

「1.5倍の法則」の考え方なのですが、

これは今も変わっておらず、むしろ可

能であれば「２倍の法則」でも良いの

ではと感じています。

「２倍の法則」はともか く「1.5倍の

法則」については、根本的な部分で大

き く変わったことがあり ます。

記事をアップした頃から５年も経てい

るので、時世の変化に応じて小さなこ

とはたく さん変わっているかも知れま

せん。小さ く変わったことはたく さん

あってイイけれど、大き く変わること

は １つだけでイイのです。なぜなら、

大き く変わることは、それだけ大事な

ことだからです。

根本的なことだから、そんなにいくつ

も変わってしまったら、自分の主軸が

ぶれてしまうことでもあるので、それ

では他人様も自分も困り ます。

それで、何が変わったのかというと、

こ ういうことなのですね。

２月にリニューアルしたニュースレタ

ーの記事を書く上で、生徒さんや親御

様に改めてお伝えしたいことを過去の

自分のブログ記事から探すこともあり

まが、５年前の「1.5倍の法則」とい

う考え方は自分にではなく て他人（ひ

と）様に向けられていたのです。

「書き捨て」に近いので、 １週間前に

何を書いていたのかさえ覚えていない

ことの方が多いのです。たかが １週間

前でもこんな状態なのですから、昨年

・２年前・５年前と時を経るごとにひ

ど くなるどころか、片鱗さえ残されて

いないのですけれど、改めて読んでみ

ると、

「へぇ～、なかなかエエこと書いてた

んやなぁ～」とか、「ここ、ちょっと

伝わりにくいなぁ。今やったら、こ う

書くかな？」というものもあれば、逆

に「これ、何が言いたかったんやろ？」

というようなこともあり ます。

この「1.5倍の法則？」は現在のワタ

シから見てどの辺りに位置するかとい

うと、「ここ、ちょっと伝わりにくい

なぁ。今やったら、こ う書くかな？」

に近いものがあり ます。

というのは、なかなか賛同を得にくい

内容なのではと考えられるからです。

つまり、「ここ」なのですね。

５年前は、「ナンで賛同を得られない

のかな？ 多分、これを読んでも、自

分には出来ないとか、ウチの子には出

来ないとか、それが出来れば苦労しな

いとか、こういう精神論はイイから、

そうするための具体的なことをもっと

書いてよとか、そう思われたのかな？」

という想いを持った記憶が残ってまい

す。

落合さんの言葉にしても、

「それは落合さんだから出来たことで

しょ ？」

この言葉にポンと膝を叩きはしても、

自分を鑑（かんが）みて行動に移そ

うとする人は少ないわけですし、全

員が素晴らしい行動力でやりはじめ

たら、名人だらけになってしまって

名人が名人でなくなり ますから、お

しなべて100人に聞かせて即座に行

動するのが２人いればそのセミ ナー

は大成功だと言われるくらいなので、

２％なのですね。

でも、日本の令和４年（2022年）９

月 １日現在（確定値）の総人口は １

億2497万1000人なのだそうですから

（総務省データ）、 １ ％でも約130

万人で ２％なら260万人と、とてつ

もない数字になるのです。

国勢調査人口順位というのがウ ィ キ

ペディアに掲載されているのですが、

それを見ると、東京都港区とか兵庫

県加古川市とかの人口に匹敵する数

だと分かり ます。

だって、50人にひと りですから、小

学校や中学校でいえば２クラスの生

徒さんの中に必ず １人はいる確立で

すからね。

５年前の自分には、こういうデータ

を引っ張り出して く るという発想も

出来なかったし、第三者的な視点も

なかったのです。

つまり、自分は奥深い場所に引っ込

みながら、他人様に己の精神論を発

信していただけだったのでしょ う。

そりゃあ、賛同は得られませんがな。

「1.5倍の法則？」～「「先んずれば人を制す」の「人」って誰？
５年前の記事の文言を交えながら書い

ていきます。

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

【５年前･･･】

世間一般的には８割できたら十分だと

いう風潮があるようです。

「 １ ００点満点のテス トなら ７ ０から

８０点をとれたらイイじゃない。」

こういう認識に違和感を唱えると、逆

に、「何もそこまで」とか「厳しい人

ですね」などと言われる場合も少なく

あり ません。

そういう風潮もあるからなのか、８０

％に到達できると安心感が強くなるか

らなのか、大抵の場合は、無意識的に

１ ００％に到達する手前でス ト ップを

かけてしまうのです。

そういうことを鑑（かんが）みて、敢

えて目標を少し高めに設定する人もい

ます。実は、こういう意識の人が伸び

るのです。

特に生徒さんに向けて言っていること

があり ます。殊に中学生さんと高校生

さんにです。

「定期考査で８割以上をマークしたい

なら、学校の進度よ り も1.5倍先をせ

よ。」

名付けて「1.5倍の法則」。

正確には「法則」なんてないのですが、

経験値から日頃感じていることを言っ

ているのです。

こ ういうことですね。

テス ト前日に試験範囲のところをどう

にかやり遂げた子の場合、どのような

結果が出て く るかというと、大抵は６

割止まりになってしまいます。６割止

まり ということは、実際にはそのほと

んどが３割から５割の結果で終わって

しまうということです。つまり、試験

範囲の決められたことをやっこらさと

はいえ、とにかく終わることが出来た

からといって、本番で １ ００％の力を

出せるほど現実は甘くないということ。

テス ト前に出された課題は、いざ勉強

をしようにもどうすればよいかを迷う

生徒さんに対して、どれを勉強してお

けば良いかを指導者が指し示している

だけで、それを解いていくのは良いこ

とですが、本当に解いて理解はしてい

ないのです。

なぜなら、指定範囲をとにかく終える

というのが目標になってしまっていて、

それに到達するための作業になってい

るからです。

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

え～･･･、正直申します。これ、５年前

ではなく て、５年前の記事を引っ張り出

してきて、前日に改筆と加筆をしたので

す。

ところが、どうも上手くいかないのです。

文章が手詰ま りになってしま う･･･。な

ので、昨日のブログ記事のアップは断念

しました。

人間のアタマというのはまこと不思議な

モノでして、目覚めると昨夜の記憶のど

こかが書き換えられているようで、あっ

と気づかされたのす。

また奥に引っ込んで他人様に自分の想い

だけ（いわゆる精神論だけ）を発信する

ところだったなぁ。

見る方向・伝える方向が他人様に向いて

いるときは、言いっ放し書きっぱなしに



過ぎない。自分に向けられてこそ、自分

を鑑みてこそ、その映し身が、わずかで

も他人様の映し身に取り入れていただけ

ればイ イなという願いをこめなければい

けないのに、それが全く出来ていない。

これでは、文章が詰まるわけです。

そこで、どこからか、別の記憶が割り込

んできました。

「先生ってナンだろう ？」

という記事を挙げる際に「先んずれば人

制す」というのを書いた記憶があります。

それで、何が割り込んできたのかと申し

ますと、この言葉の「人」というところ

なのです。他人（ひと）様の「ひと」で

はないところ。それこそ、都合良く「別

人」とか「他人」という文字をあてがい、

あえて「ひと」と読ませることも出来る

はずなのに、「人」という表現となって

いるのです。

この「人」のなかには、自分も入ってい

るではないか。

「われもまた『人』なり」。

自分がまず、せめて1.5倍の努力をして

先々を見据えて進まねば、自分すらを制

するこ とが出来ない。「1.5倍の法則」

を、まず自分がしなければ、生徒さんに

も親御さんにも賛同していただけない。

５年前、こんなにシンプルで大切なこと

に気づかなかったのです。

大き く変わったなと、今回だけは、自分

で自分を褒めたい気分･･･。

ちょっとだけうぬぼれてもイイかな。

Let's Challenge!
小学４年生のちょ っと高度な算数問題です。

■を「a」、▲を「b」、●を「c」、★を「d」と置いて･･･、

という数学の方法（連立方程式）では解けません。

値の分からない文字（記号）の数だけ式が必要です。

■・▲・●・★と ４個の記号があるけれど、４つめの式の答えが分かり ません。

ですから、連立方程式では解けないのです。

あなたはどのよ うにして解きますか？（解説解答は６月号をお楽しみに ！ ）

出典元：Z会グレードアップ問題集 計算・図形

御御御汁

2021年03月13日(土) アメーバブログ

東京で食べて驚いたものといえば、う

どんと巻き寿司。お出汁真っ黒で、そ

れでいて塩気があまりない？ 巻き寿

司が辛い？

東京の大師匠にそのお話をすると、

「あ、そうそう。大阪って何でもおい

しいけれど、巻き寿司が甘いのはい

ただけませんねぇ。」

大阪の巻き寿司に入っている高野豆腐

と干瓢（かんぴょ う・乾瓢）は甘辛く

してあって、東京の巻き寿司にはその

甘さがないのです。

今でもそうなのかしら ？

東京の方に言わせれば、甘辛い巻き寿

司に違和感だらけで、根っからの大阪

人である私からすれば真逆なわけでし

て･･･。

で、うどんの出汁については、大師匠

いわく、そもそも蕎麦の文化色が強い

ので、黒いとかナンとかで ？

大阪は醤油は薄口、うどんの出汁は透

き通っている。大師匠に言わせれば、

見かけは薄い色なのに、結構しょっぱ

い。色が薄いくせに塩気が多い大阪の

うどんの出汁に違和感あり。

所変われば品変わるというのか、日本

の国内でさえこんなに文化の違いがあ

るのだから、仲の悪い国同士であれば

なるほど、諍（いさか）いが絶えない

わけです。

富士川を挟んで水の質が違うのだそう

な。

私、料理人ではないので、詳しいこと

はてんで分かり ませんが、大阪のうど

ん職人さんが、東京の生活用水で、大

阪で作っているのと同じ出汁の取り方

で作ったところ、あんまりおいし くな

かったそうで、逆に、東京の蕎麦職人

さんが、大阪の生活用水で、東京で作

っているのと同じ出汁の取り方で作っ

たところ、やっぱり、あま りおいし く

なかったそうです。

つまり、お水の質の違いによって、自

ずと出汁を取るための食材の違い、そ

れに出汁の取り方などが異なる食文化

圏ができたといえるのですね。という

ことを何となく知っているというのに、

どうしても受け入れられない言葉があ

るのです。

おみおつけ。

漢字で書く と、「御御御汁」。「御」

という字が３文字も続く という、ちょ

っとした凄みを感じますが、大阪では

「みそ汁」というのが一般的です。

「膳の飯につけて出す汁物」というの

が本来の意味で、「つけ」に、接頭語

「御」をつけた「おつけ」という言葉

を更に丁寧にし、「御御（おみ）」を

つけたものが「御御御つけ」（おみお

つけ）だとか、「おみ」は女房（天皇

のおきさきの身の回りの世話をする女

官）の言葉で味噌を指し、本来は吸い

物のことであった「おつけ」に味噌の

意の「おみ」をつけて味噌汁を「おみ

おつけ」と呼ぶようになったとか、諸

説あるよ うですが、お公家さんの言葉

なのですね。

こういう微妙な言葉の響きの隙間に何

かの拍子ではまり込むと、なんだかん

だと結構長く尾を引くのがワタシ。

そういえば、「上手い」と「旨い」の

違いにも引っかかっていたのを思い出

しました。

夕飯の吸い物ひとつにしても、その吸

い物の上に季節のお花を浮かせて毎回

の食を楽しんだのが明治の文豪であり

国文学者でもあった幸田露伴さん。

孫にあたる青木玉さんいわく、自分の

母親であり露伴さんのお嬢さんであっ

た幸田文さんのように、なかなか祖父

（露伴さん）の気に入るようには出来

なかったそうです。

ところがある日、お花を吸い物に添え

る（浮かべる）意味が理解でき、やや

甘い香りのする季節の花をそっと添え

たところ、「今日は上手く出来たね」

と露伴さんがお褒めになったそうです。

この場面が書かれている青木玉さんの

文章を読んで、合点がいったのです。

でも、独り合点かもしれない。それで

も、腑に落ちたのです。「上手く出来

たね」の「上手い」と料理の「旨い」

の言葉の響きの呼応の具合とか、料理

が上手くいったことで、旨みという、

日本人独特の琴線に触れる心情を指す

実に深みのある言葉であるという独り

合点。

ただ上手に作るのではなく て、加えて

作る人の心意気を感じさせるほどに料

理を提供する側のすべての手際の「上

アメブロ「先生って
ナンだろう ？」QR



素麺と冷や麦 そいでもって、兵庫県産の揖保乃糸と

小豆島産の手延べ素麺。ちなみに「揖

保乃糸」は兵庫県手延素麺協同組合が

有する手延素麺の商標です。また、特

に小豆島産の素麺は、国産の小麦粉を

使っているとかで、お値段もそれなり

にお高いわけです。で、その同じ揖保

乃糸に冷や麦があるとな？ それで、

素麺と冷や麦の違いってナンやろなと

思い、ちょいと調べてみました。

言語由来辞典というサイ トには「細打

ちにしたうどんを茹でて冷水や氷で冷

やし、汁をつけてたべるもの」で、う

どんを細く したものを「切り麦」とい

い、切り麦を熱したものを「熱麦（あ

つむぎ）」、冷やしたものを「冷麦」

と呼ぶようになり、その後、うどんは

熱して食べるものとなって、「熱麦」

は衰退し、「令麦」が「ひやむぎ」と

いう言葉とともに現在に至るのだそう

です。

それで、この冷や麦が生まれたのは室

町時代で、当初は細切りにしたうどん

でした。

室町時代は、鎌倉の末期から農耕の技

術が飛躍的に発展し、庶民が力を持ち

始めた時期ですから、うどんひとつを

一方の素麺なんですが、中国は唐か

ら伝わったのですね。

明治時代になるまでは、はっき り と

区別されていたらしいのですが、明

治時代になり、漸く日本にも産業革

命が興り、製麺機が発明されてから

はいよいよ区別がしにく くなったの

で、素麺と冷や麦を間違えないよう

にという ことで、冷や麦には赤や緑

の色麺を入れたのだそうです。

JASによる規格があるようですね。

【手延べ】

そうめん：直径1.7mm未満

冷や麦：長径1.7mm未満

うどん：長径1.7mm以上

【機械製麺】

そうめん：長径1.3mm未満

冷や麦：長径1.3mm以上1.7mm未満

うどん：長径1.7mm以上

いろいろ調べていて分かったんです

が、関東には熱い素麺いわゆる「に

ゅうめん」を食べる習慣がないそう

ですね。

ホンマかいな。

夏にしこたま買い込んだ素麺を冬の

さぶい（寒い）さなかに冷やし素麺

はあり得へんやろということで、あ

ったこ う して食べたんが始まりなん

やそうですが、こういう発想をする

んは大阪人やろなと思てたら、図星

ですがな。

ちょいと厚切りの茄子を茹で、おす

ましに仕上げて素麺をさら り と入れ

る。なかなか旨いですな。

2019年05月14日(火) アメーバブログ

食べ物の話題をもう一席。

昨日の昼ご飯は、冷や麦とかき揚げ＆

エビ天やったんですが、いただいた冷

や麦を見て違和感をぬぐえないワタシ。

揖保乃糸って兵庫県産やなかったのか

い？

実はこの冷や麦、関東在住のブロ友さ

んからいただいたお品ですが、関西圏

で作られたモンが関東で売られている

とこにナンか違和感があったのです。

髪の毛の先から足の指の爪先までどっ

ぷりコテコテの大阪人なのがこのワタ

シ。幼少の頃から、素麺は食べても冷

や麦は食べたことがなく て、素麺は関

西の食文化で、冷や麦は関東の食文化

という感覚が個人的にありながら、ホ

ンマのところどないなってるやろとい

んうのは、長い間の疑問でした。

素麺といえば三輪素麺（奈良県産）。

池利（いけり）の三輪素麺といえば、

ちょっとした高級素麺という認識が大

阪庶民の感覚なんとちゃいますかね。

（知らんけど。）

とっても、当時の気配を伺うことが

出来ます。

それで、素麺と冷や麦の違いはナン

やろなということなんですが、素麺

は細く延ばすために油が塗られてい

て、冷や麦には塗られていないそう

な。で、そないに大きな違いはなく

て、今では太さが違うだけなんやそ

うです。

イマドキは冷やしうどんなんかもあり

ますが、昔は、うどんは熱く して食べ

るものという感覚やったんですね。

麺にまつわるお話って結構た く さんあ

るよ うですが、身近な食材にも知らな

いことだらけ。う～ん、勉強になり ま

す。

染井吉野・河津桜・ソメイヨシノ・カ

ワツザクラ・サトザクラ・染井吉･･･

あれ？

十月桜とな？

比較的背が低く てどっし り とした感じ

で豪華な花を咲かせているのが河津桜。

どっしり感があり比較的背が高く て大

き く腕を天に向けて広げているのが染

井吉野。こちらはまだ開花待ち状態で

す。

その合間に、背は高いけれど幹も枝も

やや細めで、大阪弁で言う「シュッと

している」感じで、可憐な花をポツリ

ポツ リ と遠慮深げに咲かせているのが

十月桜です。

「不思議な名前やな。なんて読むんや

ろ ？」

漢字で「十学桜」と書かれていても、

文字通りの読み方をしない場合もあり

ますから、気になり ます。

疑問が生まれたら調べどき。さっそ く

Google先生に尋ねてみる･･･。

「春と秋から冬にかけての二度開花す

る二季咲きが最大の特徴である。」

文字通りの「じゅ うがつざ く ら」。

あ、そういえば、11月頃ですかね？

寒くなっているのに桜と思しき花が咲

いているので、「狂い咲きでもしてる

のかな？」なんて思ったことがあるの

ジュウガツザクラ

2023年03月15日(水) アメーバブログ

昨年の３月28日に「サクラサク」とい

う記事を書いています。というのを、

アメブロの機能が教えて くれました。

業務終了後にいつもお詣りをする多米

社（ためしゃ）の染井吉野はまだ開花

待ちの状態ですが、昨年の３月28日の

記事にはその写真を掲載しているので、

もう間もなくかと思うと、ちょっとわ

くわく します。

先日、近隣の公園で昼間にウォーキン

グをしたあと、クールダウンを兼ねて

サクラの木を見ながらゆっ く り歩いて

いてふと目に留まった木があり ます。

を思い出しました。

まあ、このご時世ですからね。「ト ン

デモ」が起きても珍し くないことも、

間々ありでして･･･。

ウ ィ キペデ ィ アの解説を目にして「狂

い咲き」とつながり ましたが、別にそ

うではなく て、解説の通り、２回目の

開花だったのを目にしたのです。

こ ういう瞬間に巡り会うと、ウォーキ

ングをしていて良かったなと思えて、

ちょっとした嬉しさと共に、ささやか

な幸福さえ感じます。

それにしても大阪市公園局の職員さん、

なかなか粋なことをして くださいます

ね。

手さ」に対して、作る側の心意気をち

ゃんと理解し、心置きなくかみしめな

がら食を楽しむ側の、作る人に対する

ねぎらいの言葉が「旨い」であるとす

るなら、何と粋で素敵な言葉があるの

かと、あらためて日本語の響きの深さ

をかみしめる思いがしました。

こんな感じの、粋で素敵な「旨い日本

語」を使えるようになりたいものです。

うんうん。そういう視点からであれば、

「御御御汁」も、まんざらでもないか

な･･･。



から毎晩、海上を歩き渡って富士山に

登っていたとされています。しかしな

がら、葛城から吉野までの岩の橋はつ

いに架けられませんでした。

そして、解説書を読んで驚かされまし

た。一言主の神は、女神様だったので

す。し、知らなんだ･･･ ！

確かに、冒頭で歌われている「私は醜い

ので」というところから推測は出来ま

すし、「最初の夜も早々とすっぽかし

て昼間は出て来ない」ところなどは、

男女の夜な夜なの出会いを彷彿とさせ

る、随分と意味ありげな表現がなされ

ています。

因みに一言主様は、現在は、奈良県御

所（ごせ）市の葛城にある、「葛城一

言主神社」にいらっしゃいます。

神社の正式名は、「葛城坐一言主神社

（かつらぎにいます ひとことぬしじ

んじゃ）」です。

古文って、分かってくるとおもしろい。

そう思います。

実は女神様でした～葛城・古文の旅～
2021年08月27日(金) アメーバブログ

古文『岩橋の夜の契（ちぎ）り』という

お話です。

「岩橋の夜の契り も絶えぬべし

明く るわびしき葛城の神」

【現代語訳】

あの葛城の神が岩の橋を架けようと

言った約束が途中で絶えたように、

（あなたが明る くなっても帰らないの

なら）夜に交わした愛情もきっと絶え

るでしょ う。夜が明けることが辛い葛

城の神（と同様に、醜い私も顔を見ら

れたくないのです）。

（いいずな書店／改訂版プログレス

高校古文総演習発展遍より）

役行者（えんのぎょ うじゃ）とは、葛城

の山から吉野の山までを駆け巡った、い

わゆる修験者（しゅげんじゃ）であり、

超能力者であった「怪人」です。

今でもそうですが、奈良は葛城山系から

吉野山を越える新宮までの道のりは、と

ても険しいのです。

現在は紀伊半島を半周するよ うに紀勢本

線が敷設されていますが、それでも半島

の山肌に張りつく様子は変わらず、全ル

ートの複線化は実現されていません。

いわゆる難所です。

現在の奈良県五條から和歌山県の新宮ま

でを紀伊半島を南東に貫く鉄道の敷設計

画は、明治時代からあったらしいのです。

でも、明治時代には技術的に不可能で、

たびたび敷設の話が挙がるものの、現代

では技術的には可能ですが、採算が全く

合わないということで、結局立ち消えて

しまいました。

実際にこのルート をクルマでですが、ひ

たすら走った方であればお分かり戴ける

と思います。

奈良県五條から熊野本宮大社（和歌山県）

まで片道180kmほどです。

深い谷底から見事な橋脚を伸ばし上げ、

その橋脚を支えに渡された橋梁のおかげ

で、尾根の中腹に掘られた ト ンネルと向

こ う側の尾根の中腹のト ンネルまで、ま

るで役行者のように「ひとまたぎ」で２

分とかからずに通過することが出来ます。

それでも、いまだに工事は続けられてい

て、離合困難な旧道に依存せねばならな

いところがある、こちらも難所です。

過去には、大規模崩落が起きたり、尾

根ひとつ分が一夜にして崩れ去るとい

う大水害にも見舞われています。

ここ数年前までは、神業のような谷間

をまたぐ道路なんて全くなく、旧道を

進まねばならないときは、片道５時間

を要していました。

現在はその道路のおかげで片道３時間

半ほどで行く ことが出来ます。

でもこれは現代であり、文明の利器で

ある「鉄の早馬（はやうま）」での話

です。

時代は1113年頃のことです。

そこで、役行者は、葛城と吉野に岩の

橋があればよいのに、そうなればみん

な苦心惨憺（さんたん）せずとも行き

来が出来るのにと考えて、一言主（ひ

とことぬし）にお願いしたのです。

すると一言主は、

「私は醜いので、昼間に岩の橋を架け

る仕事をすれば、山道を行き来する

人が見て、さぞや恐怖するでしょ う

から、橋を渡す仕事は夜だけに限ら

せてはもらえないか。」

とおっしゃったので、

「願わくば速やかにお願いしたいけれ

ど、仕方のないことでし ょ う。」

と役行者は申し上げ、心経を読んで祈

ったのです。

ところが、一言主は最初の夜も、少し

だけ仕事をして、もちろん昼間は何も

しませんでした。そこで怒った役行者

は、護法の鬼神に一言主を縛り付けて

下さいとお願いを申し上げます。

すると、一言主は、大きな岩に縛り付

けられて、今（当時としての「今」）

もなお、縛り付けられたままなのです。

･･･という筋書きです。

これには後日談があって、役行者の

超能力に苦しめられた一言主は、役行

者が謀反（むほん）をたく らんでいる

と天皇に讒訴。

※ 讒訴（ざんそ）：悪意をもって事

実を曲げて言いつけること。

その結果、役行者は捕縛され、伊豆大

島へ流されたのです。

超能力者であった役行者は伊豆の大島

編集後記

そろそろ紫外線対策云々の季節ですね。

･･･なんっちゅ う挨拶しとるねん、な

のですが、昨年から始めたウォーキン

グで舐めてかかったワタシは、露出し

ている肩や上腕と前腕、それと脚がわ

ずか３日ほどでカリカリに日焼けてし

まいました。それを見た友人（ケーキ

店の女将さん）から、「日焼け対策せ

なアカンでしょ」と叱られたのも １年

前だなんて、ホンマに月日の経つのは

速い（早い）なと実感しており ます。

さて、この５月号は、随分と文字量が

多いというのか、細かな記事の寄せ集

めというのか、最初にイメージしてい

たものからちょいと遠のいてしまいま

したので、４枚構成としました。手に

なさり、「あれ？ １ページ少ないぞ。

あの塾長、さては手を抜きおったな？」

と、ほく そ笑まれたり して･･･。

ワタシ、放浪癖があり ます。大抵は８

月 １日から５日間と年末年始の５日間

にお休みをいただいているのですが、

家でじっとしていられないのです。と

はいうものの、向かうところはおおよ

そ決まっていて、大神（おおみわ）神

社・出雲大神宮・飛瀧（ひろう）神社

・玉置神社・高鴨神社・出雲大社とい

う感じで、神社詣りがほとんどです。

でも、大きな神社さんが抱えていらっ

しゃる「○△□の会」みたいな組織に

は一切加入しており ません。そういう

意味では身が軽いというのか自由奔放

というのか、そういう「会」に入られ

ていると思しき強烈な、いわゆる「信

者さん」からは、「不良の神道」と、

面と向かって罵倒されたこともあり ま

す。しかし、あく までもワタシは古代

史ファンのひと りであり、自由奔放に

古代史にまつわる神社さんを巡ってい

て、その中でも特に波長が合うという

のか、参詣して気持ちが良いところに

素直に足を運んでいるだけで、この立

ち位置は10年前から変わっていません。

ですから、「○△□の会」への入会を

勧める気なんて全く あり ませんしね。

だからといって、そういう会に属する

人たちを批判する気もあり ません。ど

うぞご勝手にというスタンスです。

さて、こ ういうお話をしましたので、

それにまつわる場所を巡っている様子

もブログにしたためていることを白状

する意味も兼ねて、タイ トルとQRコー

ドで紹介致します。古代史的な小難し

いことや、神社詣りはこ うあるべきだ

なんていう理屈は一切書いており ませ

ん。むしろすったもんだでアタフタし

ているワタシを楽しんでいただければ

幸いです。

まるっと ？

近鉄南大阪線①～④

特急「はるか」の

グッジョブ爆走

午後３時台に行けない話

ナンかものすごいというのが分かった話

出雲大神宮～京都駅ナカの

「ちく天うどん」は外せない～

乗ってみたいな～日本最長の路線バス～

那智の滝 奈良県十津川温泉郷


